
京
都
守
護
職
に
対
す
る
幕
府
の
財
政
援
助

新

香

田

美

lま

め

じ

丈
久
二
年
(
一
八
六
二
)
閏
八
月
朔
日
、
会
津
藩
主
松
平
容
保
は
京
都
守
護
職
に
就
任
し
た
。
京
都
守
護
職
は
、
京
都
の
治
安
維
持
を
担
っ

て
き
た
井
伊
家
や
京
都
所
司
代
の
治
安
能
力
の
低
下
、
雄
藩
の
幕
政
へ
の
介
入
と
い
う
状
況
の
な
か
、
京
都
に
お
け
る
幕
府
の
主
導
権
確
保
の

た
め
に
設
置
さ
れ
た
役
職
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
京
都
守
護
職
中
の
会
津
藩
の
財
政
収
入
、
就
中
幕
府
の
財
政
援
助
の
実
態
を
明
ら
か
に
し

ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

幕
末
期
、
特
に
文
久
・
元
治
期
の
幕
府
財
政
に
つ
い
て
は
、
大
口
勇
次
郎
氏
・
飯
島
千
秋
氏
ら
に
よ
る
幕
府
勘
定
帳
を
分
析
し
た
詳
細
な
研

究
が
あ
記
。
両
氏
に
よ
り
、
幕
末
期
の
幕
府
財
政
に
つ
い
て
は
(
二
支
出
面
で
は
、
開
港
以
降
の
軍
事
海
防
費
、
将
軍
上
洛
・
京
都
警
衛
費

な
ど
の
対
朝
廷
関
係
費
の
別
口
経
費
の
増
大
が
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
(
二
)
収
入
面
で
は
、
年
貢
収
納
が
限
界
に
達
し
て
い
る

中
で
、
そ
の
大
部
分
を
貨
幣
改
鋳
利
金
に
依
存
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

ま
た
、
幕
府
同
様
藩
も
慢
性
的
な
財
政
赤
字
に
加
え
、
海
防
や
手
伝
金
賦
課
に
よ
っ
て
財
政
は
極
め
て
悪
化
し
て
い
た
。
増
大
す
る
支
出
に

対
応
す
る
た
め
、
収
入
の
確
保
は
各
藩
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
幕
府
に
対
し
て
も
拝
借
金
・
貸
付
金
の
許
可
、
返
納
猶
予
を
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求
め
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
大
名
の
要
求
に
対
し
て
幕
府
は
、
幕
府
権
力
維
持
の
立
場
か
ら
京
都
警
衛
・
将
軍
上
洛
・
長
州
戦
争
な
ど
の
た
め

財
政
負
担
が
増
大
し
た
大
名
に
手
当
金
を
支
給
し
た
り
、
拝
借
金
・
馬
喰
町
貸
付
金
を
認
め
た
り
し
て
い
る
。
大
平
祐
一
・
飯
島
千
秋
両
氏
は

幕
末
期
の
拝
借
金
・
馬
喰
町
貸
付
金
を
中
心
と
し
た
大
名
へ
の
財
政
援
助
に
つ
い
て
、
①
幕
府
に
対
す
る
忠
勤
目
標
が
江
戸
城
普
請
か
ら
海
岸

警
備
へ
、
さ
ら
に
文
久
・
元
治
期
に
は
上
洛
供
奉
・
京
都
警
衛
・
長
州
戦
争
な
ど
の
軍
事
的
な
も
の
に
変
化
し
て
お
り
、
こ
の
役
を
担
う
大
名

へ
の
援
助
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
、
②
文
久
期
以
降
『
続
柄
』
大
名
保
護
を
中
心
と
し
た
拝
借
金
か
ら
、
貸
付
に
際
し
て
一
定
の
「
合
理
的
」
基

(2) 

準
を
も
っ
馬
喰
町
貸
付
金
制
度
へ
と
比
重
を
移
し
た
こ
と
、
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

幕
府
財
政
の
研
究
の
進
展
と
は
対
照
的
に
、
京
都
守
護
職
中
の
会
津
藩
財
政
に
つ
い
て
は
、
主
に
史
料
不
足
の
た
め
具
体
的
検
討
は
ほ
と
ん

(

3

)

(

4

)

(

5

)

 

ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
な
か
で
、
庄
司
吉
之
助
氏
は
、
「
会
津
松
平
家
譜
』
や
「
会
津
藩
庁
記
録
』
な
ど
会
津
藩
の

史
料
を
基
に
、
京
都
守
護
職
就
任
に
伴
い
支
給
さ
れ
た
役
知
・
加
増
地
に
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
史
料
は
財
政
に
関
す
る
記
載

(6) 

が
断
片
的
で
あ
る
た
め
不
明
確
な
部
分
が
多
く
、
収
入
の
実
態
に
つ
い
て
も
踏
み
込
ん
だ
説
明
ほ
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
宣
(
水
淳
氏
は
、
幕

末
の
越
後
に
お
け
る
会
津
藩
領
・
預
所
の
変
遷
・
拡
大
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す
る
中
で
、
従
来
混
乱
し
た
記
載
が
多
く
み
ら
れ
た
京
都
守

護
職
の
役
知
や
加
増
地
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
近
年
は
家
近
良
樹
氏
が
「
稽
徴
敏
』
を
素
材
と
し
て
、
藩
内
で
の
経
費
節
減

策
・
幕
府
の
手
当
支
給
・
大
坂
町
人
よ
り
の
借
財
の
実
態
に
触
れ
て
お
り
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
藩
の
収
入
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
始
め

て
い
る
。
藩
の
基
本
史
料
が
少
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
幕
府
や
地
方
史
料
な
ど
関
係
史
料
を
含
め
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
の
成
果
に
学
び
な
が
ら
本
稿
で
は
、
幕
府
勘
定
所
の
史
料
で
あ
る
『
御
勝
手
帳
』
を
主
な
素
材
と
し
て
、
幕
府
の
財
政
援
助
を
役
知
・

加
増
地
、
拝
借
金
・
拝
借
米
、
諸
手
当
の
三
項
目
に
分
け
検
討
す
る
こ
と
で
、
会
津
藩
財
政
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
、
京
都
守
護

職
の
政
治
的
位
置
に
つ
い
て
、
財
政
面
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
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第
一
章

役
知
・
加
増
地
収
入

幕
府
は
会
津
藩
に
対
し
、
京
都
守
護
職
中
の
役
知
と
し
て
文
久
二
年
間
八
月
に
五
万
石
、
文
久
三
年
十
月
に
五
万
石
の
計
一

O
万
石
、
さ
ら

に
加
増
地
と
し
て
元
治
元
年
二
月
に
五
万
石
の
支
給
を
決
定
し
た
。
本
章
で
は
役
知
決
定
か
ら
郷
村
引
渡
、
年
貢
収
納
に
つ
い
て
実
際
の
経
過

を
具
体
的
に
検
討
す
る
。

(1)
文
久
二
年
の
役
知

文
久
二
年
の
役
知
は
、
文
久
二
年
間
八
月
朔
日
の
容
保
の
京
都
守
護
職
就
任
に
伴
い
、
同
八
日
に
支
給
が
申
し
渡
さ
れ
た
。
こ
の
役
知
の
場

(9) 

所
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
同
月
二
十
八
日
に
山
城
・
河
内
国
内
に
お
け
る
高
三
O
五
O
O
石
の
支
給
が
決
ま
り
、
残
り
の
一
九
五

O
O
石
は
翌
三

(
日
)

年
八
月
二
十
九
日
に
、
近
江
国
一
九
五
O
O
石
に
お
い
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
五
万
石
の
う
ち
山
城
・
河
内
コ
一
O
五
O
O
石
は
、
山
城
国
愛
宕
・
葛
野
・
乙
訓
・
紀
伊
・
久
世
・
綴
喜
・
相
楽
郡
五
八
ヶ
村
で
二
二
一

八
二
石
余
・
河
内
国
讃
良
・
交
野
郡
一
八
ヶ
村
で
八
四
七
六
石
余
が
充
て
ら
れ
た
。
文
久
二
年
中
に
郷
村
引
き
渡
し
が
済
み
、
丈
久
三
年
か
ら

現
地
収
納
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
残
り
の
一
九
五
O
O
石
に
つ
い
て
は
、
当
初
よ
り
彦
根
藩
井
伊
直
憲
上
知
分
の
河
内
国
神
崎
・
蒲
生
郡
で
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
内
定

し
て
い
た
が
、
井
伊
直
憲
か
ら
郷
村
引
き
渡
し
に
必
要
な
五
ヶ
年
収
納
帳
の
提
出
が
遅
れ
た
た
め
、
文
久
三
年
八
月
ま
で
神
崎
・
蒲
生
郡
三
九

ケ
村
・
高
一
九
五
六
八
石
の
正
式
決
定
が
持
ち
越
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
同
年
九
月
に
高
帳
は
渡
さ
れ
た
も
の
の
、
実
際
に
郷
村
は
引
き
渡
さ
れ

ず
、
会
津
藩
は
何
度
と
な
く
幕
府
に
対
し
郷
村
引
き
渡
し
を
願
い
出
る
が
、
慶
応
元
年
に
至
る
ま
で
郷
村
引
き
渡
し
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
慶

京都守護職に対する幕府の財政援助55 



[表1]文久2年京都守護職役知

国名 郡名
「御勝手帳j 「旧高旧領Jr往復書簡」
村数 石高(石 村数 石高(石)

山城国 愛宕郡 5 552.0314 

文
葛野郡 1 1 3179.09063 

久
乙訓郡 9 3002.277 

紀伊郡 5 4365.517 
2 
年

久世郡 79 30513 11 6654.2272 

綴喜郡 10 3618.7667 
決

相楽郡 7 810.2195 
定 -・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃・ ._------------------_.闘圃----_.圃.'
分
河内国 讃良郡 10 3861.889 

交野郡 8 4614.5488 
言十 79 30513 76 30658.56723 

慶 河内国 河内郡 9 3892.4771 

応 讃良郡 3 2050.1161 
一

若美江嚢郡郡
6 同一一笠間問フE 65 19493 -・・・--岨回・司自・・・・・・E司固・・・.-伺固・ ._----------

年 播磨国 16 1739.24991 

決 加東郡 6 2031.86892 

定 加西郡 25(23) 6818.014 
分 員十 65 19493 65(63) 20455.19382 

合計 144 500061141(139)151113.76105 
出典:r御勝手帳J(三)・(四)(村数・石高とも)、「旧高旧領取調帳(近畿
編)J(石高)・「幕末会津藩往復書簡J下巻(村数)

注)右欄はf会津藩往復文書Jの村名を、 rl日高旧領JI二比定して作成し
た。()肉の数字は比定できた村数。「朝妻村新田Jr鴫波田村」の2ヶ村
が不明
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(
日
)

応
元
年
三
月
に
な
る
と
俄
に
河
内
・
播
磨
国
へ
の
振
り
替
え
案
が
浮
上
し
、
閏
五
月
に
井
伊
か
ら
幕
府
に
河
内
国
両
郡
の
郷
村
引
渡
が
行
わ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
月
正
式
に
河
内
国
一
八
ヶ
村
・
高
九
八
六
六
石
余
と
播
磨
国
美
嚢
・
加
東
・
加
西
郡
四
七
ヶ
村
・
高
一

O
五
八
九
石

(ロ)

余
へ
と
振
り
替
え
ら
れ
た
。
こ
の
河
内
・
播
磨
両
国
の
物
成
収
納
に
つ
い
て
は
、
同
年
中
よ
り
収
納
す
べ
き
旨
の
達
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
慶
応

元
年
中
に
郷
村
引
渡
、
現
地
収
納
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
{
表
1
]
は
「
御
勝
手
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
村
数
・
石
高
と
、
「
幕
末
会
津
藩
往

復
書
(
勧
」
に
記
載
さ
れ
た
役
知
村
名
を
『
旧
高
旧
領
取
調
帳
」
に
比
定
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
村
数
・
石
高
と
も
若
干
違
い
は
あ
る
が
、

河
内
・
播
磨
国
役
知
は
各
郡
に
こ
の
よ
う
な
割
合
で
支
給
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
実
際
の
役
知
収
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

文
久
二
年
十
月
、
会
津
藩
は
京
都
へ
の
出
発
費
用
難
渋
の
た
め
、
役
知
五
万
石
の
当
年
分
物
成
の
現
金
支
給
を
願
い
出
た
。
こ
れ
に
対
し
て

勘
定
所
は
、
山
城
・
河
内
国
分
に
つ
い
て
は
「
郷
村
引
渡
以
前
ニ
市
も
物
成
之
儀
者
急
速
引
渡
方
可
取
計
旨
御
代
官
江
申
渡
候
得
共
、
此
節
於
当

地
引
渡
候
儀
難
相
整
」
、
加
え
て
近
江
国
分
に
つ
い
て
は
井
伊
直
憲
か
ら
の
引
き
渡
し
が
な
い
た
め
年
内
は
間
に
合
わ
な
い
と
し
て
、
五
万
石

(M) 

に
対
し
三
割
五
分
の
年
貢
率
で
算
定
し
た
米
一
七
五
O
O
石
の
代
金
三
万
両
を
浅
草
御
蔵
よ
り
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。
会
津
藩
は
山
城
・
河

内
両
国
の
郷
村
引
渡
後
の
元
治
元
年
十
月
、
こ
の
三
万
両
の
代
金
は
「
御
役
知
地
所
御
渡
不
相
成
内
之
御
吟
味
」
で
あ
っ
た
た
め
金
額
が
不
足

(
日
)

し
て
い
る
と
し
て
、
不
足
差
引
書
を
添
え
て
一
二
六
七
二
両
余
の
追
加
支
給
を
願
い
出
る
が
、
却
下
さ
れ
て
い
る
。

文
久
三
年
に
は
、
山
城
・
河
内
両
国
分
は
現
地
収
納
が
行
わ
れ
て
お
り
問
題
は
な
か
っ
た
が
、
近
江
国
分
は
引
き
渡
し
が
行
わ
れ
て
い
な
か

(
日
)

っ
た
た
め
、
幕
府
は
十
二
月
二
十
五
日
、
近
江
国
分
物
成
と
し
て
六
八
四
九
石
を
浅
草
御
蔵
で
支
給
す
る
旨
を
達
し
た
。
さ
ら
に
会
津
藩
は
、

(
げ
)

こ
の
年
貢
米
を
浅
草
御
蔵
で
は
な
く
二
条
・
大
坂
御
蔵
に
お
い
て
支
給
さ
れ
た
い
旨
を
願
い
出
で
、
翌
年
正
月
に
許
可
さ
れ
て
い
る
。

元
治
元
年
二
月
二
十
五
日
、
容
保
が
京
都
守
護
職
を
辞
任
し
軍
事
総
裁
職
に
就
任
し
た
た
め
、
四
月
七
日
に
復
職
す
る
ま
で
の
間
京
都
守
護

職
は
松
平
慶
永
が
勤
め
た
。
そ
の
た
め
こ
の
年
の
役
知
収
納
は
月
割
収
納
と
な
り
、
二
月
ま
で
と
五
月
以
降
は
会
津
藩
に
、
三
・
四
月
分
は
福

井
藩
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
収
納
方
法
は
、
山
城
・
河
内
国
分
に
つ
い
て
は
、
一
度
幕
府
代
官
小
堀
数
馬
と
多
羅
尾
民
部
へ
郷
村
と
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も
に
引
き
渡
す
べ
き
こ
と
、
五
月
に
再
び
会
津
藩
が
受
け
取
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
た
が
、
会
津
藩
が
収
納
が
滞
る
と
い
う
理
由
で
米
金
引
き
替

え
を
願
い
出
た
た
め
、
代
官
へ
の
郷
村
引
き
渡
し
は
行
わ
れ
ず
、
会
津
藩
が
収
納
を
行
い
代
官
へ
上
納
し
た
上
で
分
配
す
る
方
法
に
改
め
ら
れ

(
日
)た
。
し
か
し
、
軍
事
総
裁
職
の
期
間
中
も
引
き
続
き
京
都
警
衛
を
勤
め
て
い
た
会
津
藩
は
納
得
で
き
ず
、
幕
府
に
手
当
の
支
給
を
願
い
出
る
が
、

役
知
は
元
来
役
に
付
い
て
い
る
も
の
な
の
で
、
実
態
は
ど
う
で
あ
れ
一
旦
そ
の
役
に
就
い
た
者
に
支
給
し
な
い
の
は
外
聞
に
も
関
わ
る
こ
と
、

(
日
)

会
津
藩
に
対
し
て
は
加
増
地
を
始
め
多
く
の
手
当
を
支
給
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
却
下
さ
れ
た
。
結
局
、
慶
応
元
年
八
月
二
三
日
に
松
平
慶

永
収
納
分
と
し
て
六
五
O

O
両
余
を
、
小
堀
・
多
羅
尾
両
代
官
へ
引
き
渡
し
て
い
る
。
な
お
、
近
江
国
分
は
郷
村
引
渡
が
済
ん
で
い
な
か
っ
た

(
初
)

の
で
、
十
一
月
に
当
年
物
成
代
金
と
し
て
六
八
四
O
石
余
を
二
条
御
蔵
に
お
い
て
支
給
さ
れ
て
い
る
。

慶
応
元
年
に
は
役
知
が
近
江
固
か
ら
河
内
・
播
磨
国
へ
と
変
更
さ
れ
、
同
年
よ
り
現
地
収
納
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
十
一
月
に
会
津
藩

は
、
前
述
の
山
城
・
河
内
両
国
と
同
様
小
物
成
・
高
懸
物
な
ど
を
含
め
た
文
久
三
年
・
元
治
元
年
二
ヶ
年
分
の
近
江
因
不
足
金
支
給
願
い
を
提

出
す
る
州
、
幕
府
は
陸
奥
国
会
津
・
大
沼
郡
役
知
も
あ
り
手
当
は
十
分
と
し
て
こ
れ
を
退
け
て
い
る
。

(
2
)
文
久
三
年
の
役
知

(
泣
)

文
久
三
年
十
月
十
五
日
、
江
戸
に
お
い
て
老
中
水
野
忠
精
か
ら
次
の
よ
う
に
達
が
あ
っ
た
。

守
護
職
被
仰
付
候
以
来
追
々
入
費
相
嵩
候
趣
達
御
聴
、
格
別
之
思
召
を
以
陸
奥
国
会
津
・
大
沼
高
五
万
石
余
御
役
中
為
御
手
当
被
下
候
問
、

御
役
知
之
格
に
可
被
心
得
候

陸
奥
国
会
津
・
大
沼
郡
五
万
石
は
南
山
御
蔵
入
領
と
呼
ば
れ
、
藩
領
に
隣
接
し
、
幕
府
代
官
に
よ
る
直
支
配
と
会
津
藩
に
よ
る
預
り
支
配
を
繰
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り
返
し
た
地
域
で
あ
り
、
丈
久
三
年
当
時
は
会
津
藩
の
預
所
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
地
域
が
「
御
役
知
之
格
」
と
し
て
支
給
さ
れ
た
経
緯
は
不

(
お
)

明
で
あ
る
が
、
文
久
三
年
七
月
以
前
に
会
津
藩
は
「
南
山
井
会
津
領
御
預
所
と
も
当
分
勘
定
無
」
を
願
い
出
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
受
け
て
の

決
定
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

後
述
の
「
京
都
一
ヶ
年
之
入
方
差
引
増
減
之
調
」
で
は
、
元
治
元
年
五
月
時
点
で
の
会
津
・
大
沼
郡
五
万
石
の
収
入
に
つ
い
て
、
「
い
ま
た

地
所
御
渡
不
相
成
候
処
、
城
河
江
州
之
御
物
成
高
を
以
如
斯
」
と
さ
れ
、
文
久
二
年
決
定
の
畿
内
役
知
と
同
じ
金
額
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
当
時
会
津
藩
預
所
で
あ
り
、
年
貢
収
納
も
会
津
藩
が
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
文
久
三
年
分
か
ら
実
際
に
収
納
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
な
お
、
会
津
・
大
沼
郡
五
万
石
は
「
御
役
知
之
格
」
で
あ
っ
た
た
め
、
元
治
元
年
五
月
に
畿
内
役
知
と
同
様
、
容
保
が
軍
事
総
裁
職
と
な
っ

(
お
)

た
三
・
四
月
分
は
松
平
慶
永
の
収
納
と
す
べ
き
旨
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

(
3
)
元
治
元
年
の
加
増
地

元
治
元
年
二
月
十
一
日
、
幕
府
は
「
昨
年
御
上
洛
以
来
鎮
静
方
格
別
行
届
、
去
秋
動
揺
之
節
も
励
精
尽
力
、
当
今
之
御
都
合
ニ
至
候
段
満
足

(
お
)

被
思
召
」
と
し
て
、
会
津
藩
へ
の
五
万
石
の
加
増
を
決
め
た
。
容
保
は
一
度
は
辞
退
す
る
が
、
老
中
の
「
別
段
之
思
召
を
以
御
加
増
被
下
候
儀

に
付
、
被
仰
出
之
通
拝
受
被
致
候
」
と
い
う
説
得
に
よ
り
加
増
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
最
終
的
に
加
増
地
の
場
所
が
決
定
す
る
の
は
翌
慶

応
元
年
八
月
一
日
で
あ
る
が
、
加
増
地
は
役
知
と
は
違
い
「
永
世
」
の
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
こ
の
間
一
年
以
上
に
わ
た
り
京
都
・
江

(
あ
)

戸
・
会
津
で
加
増
地
の
場
所
を
め
ぐ
っ
て
頻
繁
に
協
議
を
重
ね
て
い
る
。
会
津
藩
は
海
軍
創
設
と
蝦
夷
地
・
京
都
へ
の
利
便
性
な
ど
の
理
由
か

ら
、
新
潟
湊
の
獲
得
と
地
域
的
に
ま
と
ま
っ
た
生
産
性
の
高
い
地
域
を
条
件
と
し
て
重
視
し
た
。
特
に
新
潟
湊
に
は
最
後
ま
で
執
着
す
る
が
、

私
領
渡
し
は
難
し
く
、
渡
さ
れ
て
も
収
入
の
大
半
を
占
め
る
運
上
等
は
幕
府
の
収
入
と
し
て
残
さ
れ
る
と
聞
き
や
む
を
得
ず
あ
き
ら
め
た
。
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[表2]元治元年加増地
国名 郡名 旧支配 村数 石高(石)
越後国 蒲原郡 桑名藩預所 一 3030.5 
蒲原・ニ島郡 大草太郎左衛門支配所 一 13835.467 
蒲原・岩船郡 里見源左衛門支配所 一 8144.41 

計 25010.377 
和泉国 南郡 岸和田藩預所 4 

10570.1931 
日根郡 代官石原清一郎支配所 16 

計 20 10570.1931 
近江国
栗太郡

多羅尾主税・石原清一
4 

郎支配所 1401.84413 
蒲生郡 多羅尾主税支配所 829.525 
高嶋郡 石原清一郎支配所 7 3024.391 

野洲郡
多羅尾主税・石原清一

17 
郎支配所 9805.74285 
計 69 15061.502 
合計 50642.0721 

出典:越後閣については真水淳『幕末期越後の会津藩領」第4表、和泉固についてlま麗
野卓『和泉国の会津藩領について』、近江固については『幕末会津藩往復文書~(園郡
名・村数)・『御守護職御領所村々惣石高調J(旧支配)・『旧高旧領取調帳~(石高)

[表3]拝借金・拝借米
年代 月日 種別 金額(商) 右数(石) 拝借理由 出典

文久2年 ①聞8月8日 拝借金 30000 上京費用 A2-33・34

② 馬喰町 20000 上京費用 A4-472 

貸付金 B下一130

文久3年 ③ 拝借米 業7000家来扶持米 A2-226・227
399・400

④ 5月29日 拝借金 20000 入費相嵩 A2-447-451 
D258 

克治元年 ⑤ ー(春中)拝借米 来3500家来扶持米 A4-47 
⑥ 3月1日 拝借金 20000 軍備拡張 C32、D310
⑦ 6月20日 拝借金 30000 長州人入京 A3-509・520

一条につき A4-37-47 

⑧ 7月6日 馬喰町 20000 勝手向難渋 A3-509・520
貸付金 A4-37-47 

B下一130
⑨ 7月 拝借金 10000 勝手向難渋 A4-39-41 

B上-247
⑩ 9月 拝借金 (40000) 一月一万両 A4-38-47 

の手当 ほか
⑪ 9月 拝借米 業(3500)一万俵の A4-38-47 

引替米 ほか
慶応元年 ⑫ 2月2日 拝借金 6000 荒銅上納 A4-187 

につき前借

⑬ 10月15日 拝借米 1000 家来扶持米 A5-18・19
182・183

合計 (196000) 15000 
注1)※はそれぞれ2万俵・1万俵を1俵3斗5升として石数に直した。()は推定。
j主2)出典の記号は、A:r御勝手帳J、B:W幕末会津藩往復文書』、C:W京都守護職始
末ιD:W会津松平家譜』。数字は巻数と頁。
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元
治
元
年
四
月
に
な
る
と
合
津
藩
は
、
越
後
国
水
原
辺
り
で
三
万
石
、
近
江
田
神
崎
・
蒲
生
郡
で
二
万
石
を
支
給
さ
れ
た
い
旨
を
願
い
出
る

が
、
幕
府
に
退
け
ら
れ
た
た
め
、
同
年
九
月
頃
か
ら
越
後
国
・
畿
内
で
半
高
ず
っ
と
い
う
割
合
で
取
り
調
べ
を
始
め
た
。
越
後
に
は
享
保
九
年

(
一
七
二
四
)
に
会
津
藩
預
所
と
な
っ
た
魚
沼
郡
七
万
石
の
ほ
か
、
幕
末
に
は
房
総
警
衛
・
蝦
夷
地
警
衛
、
そ
し
て
京
都
守
護
職
を
契
機
と
し

(
幻
)

て
会
津
藩
の
領
地
・
預
所
が
多
く
設
定
さ
れ
た
。
越
後
の
加
増
地
は
、
文
久
元
年
に
安
房
・
陸
奥
国
と
の
村
替
で
新
領
と
な
っ
た
蒲
原
・
岩

船
・
三
島
郡
の
新
領
と
地
続
き
の
場
所
を
中
心
に
取
調
が
進
め
ら
れ
た
。
畿
内
二
五
0
0
0
石
の
配
分
は
、
近
江
国
二
五
0
0
0
石
↓
近
江
・

和
泉
・
河
内
国
で
二
五
0
0
0
石
↓
和
泉
一

0
0
0
0
石
・
近
江
九
0
0
0
石
・
大
和
六
0
0
0
石
と
な
り
、
最
終
的
に
は

(
お
)

た
よ
う
に
和
泉
国
一

0
0
0
0
石
・
近
江
国
一
五
0
0
0
石
で
落
ち
着
い
た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
加
増
地
の
年
貢
収
納
で
あ
る
が
、
元
治
元
年
に
は
場
所
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
十
二
月
に
三
季
相
場
で
換
算
し
た
石
代
金
三

[表
2
]
に
示
し

七
八
一
四
両
余
が
浅
草
御
蔵
に
お
い
て
支
給
さ
れ
た
。
こ
の
支
給
に
対
し
会
津
藩
は
、
石
代
金
を
関
東
で
は
定
例
と
さ
れ
て
い
る
浅
草
御
蔵
庭

相
場
平
均
で
計
算
す
る
と
四
三
八
七
二
両
と
な
る
の
で
、
差
額
を
増
石
代
と
し
て
支
給
さ
れ
た
い
旨
を
願
い
出
て
、
六
0
0
0
両
の
増
石
代
が

(
却
)

認
め
ら
れ
て
い
る
。
慶
応
元
年
以
降
に
つ
い
て
は
、
現
地
収
納
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
文
久
二
年
の
役
知
は
山
城
・
河
内
・
播
磨
国
、
文
久
三
年
役
知
は
陸
奥
国
会
津
・
大
沼
郡
、
加
増
地
は
越
後
・
近
江
・
和

泉
国
で
支
給
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
役
知
・
加
増
地
の
村
々
は
、
年
貢
の
他
に
も
軍
夫
役
・
御
用
金
な
ど
の
負
担
を
担
う
こ

(
初
)

と
に
な
る
。

第
二
章

拝
借
金
・
拝
借
米

本
章
で
は
、
[
表
3
]
に
し
た
が
っ
て
、
幕
府
か
ら
の
米
金
貸
与
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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(
1
)
拝
借
金
・
馬
喰
町
貸
付
金

拝
借
金
は
、
[
表
3
]
に
お
い
て
一
三
件
中
七
件
を
占
め
て
お
り
、
最
も
多
い
貸
与
の
形
態
で
あ
っ
た
。

ま
ず
は
、
年
代
順
に
拝
借
金
の
貸
与
の
実
態
を
見
て
い
き
た
い
。

①
の
三
万
両
は
、
上
京
費
用
と
し
て
役
知
五
万
石
の
支
給
と
同
時
に
決
定
さ
れ
た
も
の
で
、
京
都
所
司
代
が
役
職
就
任
時
に
役
知
一
万
石
の

支
給
と
上
京
費
用
一
万
両
を
貸
与
を
さ
れ
る
事
例
と
同
じ
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
④
の
二
万
両
は
、
老
中
水
野
忠
精
よ
り
許
可
さ
れ
た

も
の
で
、
「
御
守
衛
筋
格
別
骨
折
」
の
功
に
対
し
て
貸
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
刻
。

元
治
元
年
は
禁
門
の
変
や
第
一
次
長
州
戦
争
な
ど
事
件
が
相
次
ぐ
た
め
か
、
拝
借
・
貸
付
が
多
く
見
ら
れ
る
年
で
あ
る
。
ま
ず
、
⑥
三
月
朔

日
に
は
軍
備
拡
張
の
た
め
二
万
両
が
貸
与
さ
(
旬
、
⑦
六
月
二
十
日
に
は
、
会
津
藩
が
五
月
よ
り
度
々
願
い
出
る
月
々
一
万
両
の
手
当
支
給
と
一(沼
)

万
俵
の
引
替
米
許
可
要
求
に
対
す
る
代
案
と
し
て
つ
一
万
両
が
貸
与
さ
れ
た
。
こ
の
三
万
両
は
百
文
銭
を
取
り
交
ぜ
た
形
で
支
給
さ
れ
て
い
る
。

⑨
は
、
京
都
詰
老
中
稲
葉
正
邦
の
「
御
英
断
」
に
よ
り
京
都
に
お
い
て
支
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
⑩
・
⑪
を
含
め
こ
の
一
件
に
つ
い
て
は
、

手
当
金
の
節
で
改
め
て
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
通
常
の
拝
借
金
と
は
性
質
が
異
な
る
が
、
⑫
は
領
内
姥
沢
銅
山
よ
り
年
々
金
五
万
斤
ず
つ
上
納

す
る
代
わ
り
と
し
て
、
金
六
千
両
を
前
借
と
い
う
形
で
借
用
す
る
こ
と
が
許
可
さ
れ
て
い
料
。

馬
喰
町
貸
付
金
に
つ
い
て
は
、
②
文
久
二
年
の
二
万
両
、
③
元
治
元
年
の
二
万
両
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
久
二
年
の
二
万
両
は
上

京
費
用
と
し
て
借
用
が
許
可
さ
れ
て
い
る
が
、
会
津
藩
は
上
京
前
の
文
久
二
年
だ
け
で
も
、
こ
の
他
に
拝
借
金
三
万
両
・
文
久
二
年
分
役
知
物

成
代
金
三
万
両
の
計
八
万
両
を
幕
府
か
ら
引
き
出
し
て
い
る
。
役
知
物
成
代
金
の
支
給
は
、
同
年
十
二
月
八
日
会
津
藩
の
五
万
両
の
拝
借
願
に

応
え
る
形
で
決
定
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
願
書
の
中
で
「
今
般
京
着
迄
之
諸
入
用
拾
万
両
金
之
借
財
ニ
相
成
、
右
金
高
返
済
之
手
段
も
無
之
一

(
お
)

同
心
痛
仕
候
」
と
あ
り
、
上
京
ま
で
に
一

O
万
両
以
上
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
元
治
元
年
の
二
万
両
は
、
三
万
両
の
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[表~]手当金・手当米
年代 月日 金額(商) 石代金(両 支給理由 出典
文久3年

① 5月6日 12953 
守衛筋骨折 A2-448、
にっき 0-28 
奉職以来の勤公 8-271、

② 8月2日 10000 -将軍滞京中
尽力につき 0-33 

A2-447、
8-279、

③ 9月3日 50000 骨折につき C上一
185、
0-40 

冗治π年 ①' 一 (12953) 
(年々 米
一方俵代金)

④ 1月25日 10000 鞍鎧料
8-293、
C下-4

⑤ 7月6日 30000 格別の訳
A3-507・
508 

⑥ 8月4日 1000 
京中不逗の徒 8-342、
追捕につき C下-102

慶応冗年 ①' 一 (12953) 
(年々 米
二万俵代金)

⑦ 一 (90000) 
(月々 一万両の
手当金)

禁門の変の功
8-385、

⑧ 12月19日 7000 につき家来へ C下137、
0-137市

慶応2年 ①' 一 (12953) 
(年々 米
二万俵代金)

⑦' 一 (120000) 
(月々 一万両の
手当金)

松平慶永尽都 A5-180・
⑨ 2月13日 1000 守護職中の

181 警衡につき

慶応3年 ①' 一 (12953) 
(年々 米
二万俵代金)

⑦' (120000) 
(月々 一万両の
手当金)

合計 439000 64765 

一一一ー 一一~'--圃幽圃圃圃・・ー-

出典)A:~御勝手帳~、 B:~会津松平家譜~、 C:~京都守護職始末~、 D:~稽徴録』。
数字は巻数と頁。( )は推定金額。

注1)文久三年の石代金は『文久三亥年金銀納払御勘定帳」のもの。元治元年以

降もこの金額で計算した。

注2)月々の手当一万両については、慶応元年は5月より12月分、慶応2年・慶応3
年は12ヶ月分で計算した。

注3)* ~稽徴録』では12月 8 日。『京都守護職始末~(下巻 137頁)では、元治元年12
月18日にも同じ理由で家来へ7000両が支給されたと記載されているが、他の史料
には記載がないため⑧と同じものと判断した。
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[表5]京都一ヶ年入用
費目 金額(両) 備考

米16291.4右(5斗入で
32583.4俵)の肉、

城河江州御物成高(米方) 7803 京都入方分24000俵を
引き、残りを1両=5斗5升で
売却した場合の見積り

2 城河江州御物成高(銀方) 5588 
銀447貫目、 1両=
銀80目換算

計 13391 畿内役知代金収入

3 
五万石御加増被下候御物成高

29621 
32483.4俵の代金o

(米方) 城河江物成高で計算

4 
五万石御加増被下候御物成高

5588 城河江物成高で計算
(金方)

計 35209 加増地代金収入見積り

5 
五万石会津・大沼両郡之内、御

35209 城河江物成高で計算
役知之格ニ心得候様被何付候

6 年々米二万俵ッ、被下米代 12900 亥年相場で計算

合計 96709 収入分合計

7 
御勤向を始常詰勤番人数春秋

216000 京都一ヶ年の必要経費
井諸渡方、其外年中諸雑費入

残 119291 不足分
「京都一ヶ年之入方差引増減之調J(~会津藩庁記録(四)~577-580) より作成。
注)差引残りの金額は、史料中では「拾万九千弐百九拾壱両Jとあったが、ここで
は計算通りの119291両とした。

[表6]幕府からの財政支援
金方 米方

年代 役知・加
拝借金(両)

手当金・
金合計(両)持借米(石)

増地(両) 手当米(両)

文久2年 30000 50000 80000 

文久3年 (70428) 20000 72953 (163381 ) 7000 

冗治元年 (108232) (120000) (53953) (282185) (7000) 

慶応元年 (107732) 6000 (109953) (223685) 1000 

慶応2年 (108232) (133953) (242185) 
|慶応、事年 (H>8232) (132953 (241185) 

金量 (532856)1(196000)1 (503765 (1232621) (15000) 
. [表3]・[表4]を毛布こ作成云了)は推定。
注)役知・加増地収入は以下の基準で算定した。
・文久2年・文久3年役知は、『京都一ヶ年入用調」の35209両で計算した。
なお、慶応元年分は松平鹿永へ引き渡した6500両を差し引いた金額。
・加増地は、元治元年物成代として幕府より支給された37814両で計算し
た。なお、慶応元年分は増石代として受け取った6000両を加えた金額。
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拝
借
願
に
対
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
池
田
屋
の
変
・
禁
門
の
変
と
続
く
「
長
州
人
入
京
之
事
件
」
に
際
し
、
「
在
京
致
諸

家
も
不
居
合
、
肥
後
守
殿
御
一
手
ニ
而
夫
々
守
衛
被
致
」
と
い
う
事
情
が
考
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
(
お
)

馬
喰
町
貸
付
金
の
返
済
に
つ
い
て
は
、
元
治
元
年
・
慶
応
元
年
返
済
分
の
年
延
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
慶
応
元
年
の
勘
定
所
評
議
に
よ
る
と
、

遠
国
御
用
に
関
す
る
借
用
金
年
延
の
場
合
は
、
元
金
の
み
年
延
を
認
め
る
こ
と
が
通
例
で
あ
る
が
、
特
別
に
元
利
と
も
に
年
延
を
許
可
す
る
と

あ
り
、
こ
の
措
置
は
特
例
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
拝
借
金
・
馬
喰
町
貸
付
金
と
も
に
会
津
藩
が
実
際
に
返
済
し
て
い
る
様
子
は
な

い
が
、
馬
喰
町
貸
付
金
に
つ
い
て
は
毎
年
延
納
の
手
続
き
が
取
ら
れ
て
お
り
、
拝
借
金
よ
り
も
貸
付
・
返
済
に
関
し
て
よ
り
「
合
理
的
」
基
準

も
っ
て
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
会
津
藩
へ
の
貸
付
は
、
京
都
警
衛
の
中
心
を
担
う
京
都
守
護
職
で
あ
る
と
い
う
事
情
を
考
慮
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
貸
付
金
額
が
大
き
い
こ
と
、
馬
喰
町
貸
付
金
よ
り
も
拝
借
金
の
割
合
が
高
い
こ
と
、
他
に
多
く
の
手
当
を
支
給
さ

れ
て
い
て
さ
ら
に
返
済
が
滞
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
拝
借
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
従
来
の
拝
借
・
貸
付
条
件
に
照
ら
し
て
も
特

例
的
な
措
置
で
あ
っ
た
。

(
2
)
拝
借
米

拝
借
米
は
、
③
二
千
俵
、
⑤
一
万
俵
、
⑪
千
石
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
領
地
米
運
送
の
手
間
と
費
用
を
省
く
た
め

に
、
領
地
米
の
今
市
・
浅
草
御
蔵
等
へ
の
返
納
を
条
件
に
貸
与
さ
れ
る
引
替
米
も
含
め
て
検
討
す
る
。

③
は
文
久
三
年
三
月
以
前
に
、
家
来
へ
の
扶
持
米
用
と
し
て
二
条
・
大
坂
御
蔵
に
お
い
て
引
き
替
え
が
許
可
さ
れ
た
。
こ
の
返
済
は
雪
解
け

後
、
会
津
よ
り
浅
草
御
蔵
へ
返
納
す
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
年
関
東
幕
領
に
お
い
て
五
万
石
の
米
の
買
い
上
げ
が
実
施
さ
れ
浅
草
御
蔵
の
空

き
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
三
月
二
十
五
日
に
今
市
御
蔵
へ
変
更
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
蝦
夷
地
へ
向
け
て
の
廻
米
中
に
難
破
し
、
返
済
に
回
す

米
が
な
い
と
い
う
理
由
で
春
中
に
は
返
納
で
き
ず
、
五
月
に
文
久
三
年
か
ら
慶
応
元
年
ま
で
の
三
ヶ
年
賦
で
返
納
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
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ま
た
、
こ
の
二
千
俵
を
一
俵
三
斗
五
升
で
石
数
に
換
算
す
る
と
七
千
石
と
な
る
の
で
、
文
久
三
年
の
幕
府
勘
定
帳
の
「
松
平
肥
後
守
拝
借
米
」

七
千
俵
は
こ
の
拝
借
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
碍
o

⑤
は
元
治
元
年
の
春
に
許
可
さ
れ
、
一
万
俵
を
四
月
か
ら
八
月
ま
で
五
ヶ
月
に
割
り
、
一
ヶ
月

二
千
俵
ず
つ
二
条
御
蔵
に
お
い
て
支
給
さ
れ
た
。
返
済
は
、
同
年
よ
り
コ
エ
ノ
年
賦
で
今
市
御
蔵
へ
返
納
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
⑪
は
江

戸
詰
家
来
の
扶
持
米
難
渋
と
い
う
理
由
で
、
浅
草
御
蔵
に
お
い
て
現
米
千
石
を
二
、
三
度
に
分
け
て
払
い
下
げ
ら
れ
た
も
の
で
、
慶
応
二
年
正

月
か
ら
三
、
四
ヶ
月
に
割
り
合
い
、
月
々
一
万
両
の
手
当
か
ら
代
金
に
よ
り
返
納
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
③
と
⑤
に
つ
い
て
は
返
納
さ
れ
た
か

ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
現
米
千
石
に
つ
い
て
は
、
翌
年
二
月
に
手
当
金
か
ら
代
金
四
六
三
九
両
三
分
・
永
二
四
九
文
九
分
が
引
か
れ
て

お
り
、
実
際
に
返
済
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
三
章

諸
手
当
と
会
津
藩
財
政
支
出

本
章
で
は
、
[
表
4
]
の
手
当
金
・
手
当
米
か
ら
主
な
も
の
に
つ
い
て
検
討
し
、
さ
ら
に
『
会
津
藩
庁
記
録
』
の
史
料
か
ら
、
会
津
藩
の
京

都
に
お
け
る
財
政
支
出
を
考
え
て
み
た
い
。

(
1
)
手
当
金
・
手
当
米

①
の
年
々
米
二
万
俵
は
、
在
京
中
の
手
当
と
し
て
を
御
蔵
庭
相
場
を
も
っ
て
代
金
支
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
文
久
三
年
勘
定
帳
で

は
「
松
平
肥
後
守
え
被
下
米
石
代
渡
」
と
し
て
一
二
九
五
三
両
、
後
述
の
京
都
一
ヶ
年
入
用
調
で
も
一
二
九
O
O
両
と
あ
る
の
で
、
年
に
よ
り

(
お
)

相
場
の
変
動
は
あ
る
が
一
三
0
0
0
両
程
度
は
支
給
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
支
給
方
法
に
つ
い
て
は
、
会
津
藩
が
現
地
に
お
け
る
現
米

支
給
を
願
い
出
た
結
果
、
同
年
十
月
十
七
日
に
大
坂
御
金
蔵
に
お
け
る
難
波
御
蔵
前
月
の
上
中
下
米
平
均
相
場
に
よ
る
代
金
支
給
へ
と
変
更
さ

66 お茶の水史学 45号



(
お
)

れ
た
。③
は
会
津
藩
の
七
万
両
の
手
当
支
給
願
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
勘
定
所
評
議
で
は
金
一
万
両
の
拝
借
許
可
と
一
万
五
千
両
の
支
給
が
妥

当
と
さ
れ
た
も
の
が
、
老
中
水
野
忠
精
の
意
向
に
よ
り
五
万
両
の
支
給
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
五
万
両
は
分
割
さ
れ
三
万
両
は
す
ぐ
に
、

残
り
は
追
っ
て
支
給
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
翌
月
の
会
津
藩
か
ら
要
求
に
よ
り
、
十
月
に
は
残
り
二
万
両
も
支
給
さ
れ
て
い
る
。

⑦
の
月
々
の
手
当
二
万
両
の
支
給
は
、
前
節
の
元
治
元
年
拝
借
金
・
拝
借
米
と
関
係
し
て
い
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
そ
の
決
定
ま
で
の
過
程
を

み
て
い
き
た
い
。

元
治
元
年
五
月
・
六
月
に
会
津
藩
は
、
後
述
の
京
都
一
ヶ
年
入
用
調
書
を
添
え
、
幕
府
に
月
々
一
万
両
の
手
当
支
給
と
二
万
俵
の
引
替
米
を

願
い
出
る
が
、
六
月
に
拝
借
金
三
万
両
の
許
可
を
理
由
に
却
下
さ
れ
る
。
こ
の
間
、
江
戸
に
お
け
る
歎
願
活
動
と
並
行
し
て
京
都
詰
老
中
稲
葉

正
邦
へ
も
手
当
支
給
を
要
求
し
て
お
り
、
七
月
に
稲
葉
正
邦
の
「
御
英
断
」
に
よ
り
一
万
両
の
拝
借
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
で
四
万

両
の
持
借
金
が
認
め
ら
れ
た
が
、
八
月
以
降
も
手
当
支
給
の
交
渉
を
粘
り
強
く
行
っ
た
結
果
、
在
京
老
中
・
大
日
付
・
御
日
付
・
京
都
町
奉
行

の
評
議
の
上
、
九
月
十
日
に
手
当
支
給
と
引
替
米
許
可
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
内
容
は
、
江
戸
に
お
け
る
正
式
決
定
ま
で
の
間
も
暫
定
的
に
、

a.
九
月
よ
り
の
四
ヶ
月
間
、
小
堀
数
馬
預
諸
渡
金
か
ら
金
一
万
両
を
取
替
支
給
す
る
こ
と
と
、

b
.
九
月
よ
り
五
ヶ
月
間
、
二
候
御
蔵
に
お

い
て
一
ヶ
月
二
千
俵
の
で
の
引
替
米
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
で
あ
っ
た
。
し
か
し
勘
定
所
の
強
行
な
反
対
と
江
戸
幕
閣
に
よ
る
一
会
桑
排
除
政

(ω) 
策
の
影
響
か
、
京
都
で
の
裁
定
は
覆
さ
れ
、
十
一
月
に
稲
葉
正
邦
よ
り
繰
替
支
給
の
米
金
は
役
知
物
成
で
追
々
返
納
す
べ
き
旨
が
達
せ
ら
れ
た
。

こ
の
後
も
「
公
辺
向
之
御
都
合
去
年
中
等
与
ハ
懸
隔
之
違
ニ
付
、
承
知
之
日
並
ニ
も
不
叶
内
」
と
い
う
状
況
の
中
歎
願
は
続
け
ら
れ
、
慶
応
元

年
五
月
よ
り
月
々
一
万
両
を
江
戸
で
五
千
両
、
大
坂
で
百
文
銭
五
千
両
分
と
分
け
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
翌
慶
応
二
年
に
は
、
江
戸

渡
し
分
六
万
両
は
正
月
・
五
月
・
九
月
の
三
季
に
分
け
て
支
給
す
る
方
法
に
改
め
ら
れ
、
慶
応
三
年
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
手
当
支
給
は
慶
応
三
年
ま
で
続
い
て
い
た
よ
う
で
あ
碍
o
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(
2
)
京
都
に
お
け
る
会
津
藩
の
財
政
支
出

幕
府
か
ら
多
く
の
財
政
支
援
を
、
つ
け
て
い
た
会
津
藩
だ
が
、
実
際
に
京
都
入
用
と
し
て
ど
の
程
度
を
支
出
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で

は
元
治
元
年
五
月
、
会
津
藩
が
前
述
の
月
々
一
万
両
の
手
当
支
給
を
願
い
出
た
際
に
提
出
さ
れ
た
「
京
都
一
ヶ
年
之
入
方
差
引
増
減
之
調
」
を

[表
5
]
。

も
と
に
考
え
た
い

こ
の
史
料
は
、
(
こ
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
収
入
が
、
文
久
二
年
支
給
の
畿
内
役
知

(
1
・
2
)
、
元
治
元
年
決
定
の
加
増
地

(
3
・
4
)
、

文
久
コ
一
年
支
給
の
会
津
・
大
沼
郡
役
知

(
5
)
、
元
治
元
年
よ
り
支
給
の
年
々
米
二
万
俵
代
金

(
6
)
の
定
期
的
な
収
入
で
あ
り
、
拝
借
金
・

手
当
金
は
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
(
二
)
畿
内
役
知
収
入
は
京
都
入
方
と
し
て
二
万
四
千
俵
が
差
し
引
か
れ
た
上
で
代
金
換
算
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
収
支
に
は
京
都
で
消
費
す
る
飯
米
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
、
(
三
)
会
津
・
大
沼
郡
役
知
、
加
増
地
に
つ
い
て
は
「
い
ま

た
地
所
御
渡
不
相
成
候
」
と
し
て
畿
内
役
知
の
収
入
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
収
入
額
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、
元
治
元

年
段
階
に
お
け
る
会
津
藩
京
都
財
政
の
概
略
を
掴
む
上
で
は
な
お
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
役
知
・
加
増
地
収
入

(
1
1
5
)

と
二
万
俵
の
被
下
米

(
6
)
に
よ
る
代
金
収
入
は
、
一
年
に
合
計
九
六
七
O
九
両
で
あ
り
、
実
際
の
経
費

(
7
)
は
一
一
一
六
0
0
0
両
で
あ
る

か
ら
、
差
し
引
き
一
一
九
二
九
一
両
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
不
足
分
を
二
一
ヶ
月
で
割
る
と
一
ヶ
月
九
九
四
O
両
と
な
る
の
で
、
こ

れ
を
月
々
一
万
両
の
手
当
を
支
給
の
根
拠
と
し
た
の
で
あ
る
。

元
治
元
年
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
同
年
十
二
月
に
会
津
藩
京
都
御
用
所
か
ら
江
戸
御
用
所
に
対
し
て
、
六
月
か
ら
十
二
月
ま
で
で
お
お
よ
そ

(
必
)

二
O
五
五
三
五
両
一
分
二
朱
・
一
四
九
文
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
慶
応
二
年
二
月
の
幕
府
に
対
す
る
拝
借
金
願
い
の
中
で
は
、
元
治
元

年
・
慶
応
元
年
の
経
費
は
平
均
で
一
ヶ
年
三
O
万
両
に
も
達
し
て
い
る
と
訴
え
て
い
る
こ
と
か
(
旬
、
会
津
藩
は
毎
年
京
都
だ
け
で
二

O
万
か
ら

三
O
万
両
の
経
費
を
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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お

わ

り

以
上
三
章
に
わ
た
っ
て
京
都
守
護
職
に
対
す
る
幕
府
の
財
政
援
助
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
整
理
す

る川
文
久
二
年
の
役
知
五
万
石
は
、
当
初
山
城
・
河
内
・
近
江
国
に
お
い
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
う
ち
引
き
渡
し
が
遅

れ
て
い
た
井
伊
直
憲
上
知
分
の
近
江
国
神
崎
・
蒲
生
郡
一
九
五
O

O
石
は
、
慶
応
元
年
に
河
内
国
河
内
・
讃
良
・
若
江
郡
と
播
磨
国
美
嚢
・

加
東
・
加
西
郡
へ
振
り
替
え
ら
れ
、
最
終
的
に
は
山
城
・
河
内
・
播
磨
国
に
お
い
て
支
給
さ
れ
た
。

ω元
治
元
年
の
加
増
地
五
万
石
は
、
幕
府
と
の
交
渉
の
結
果
越
後
国
蒲
原
・
三
島
・
岩
船
郡
の
二
五
0
0
0
石
、
和
泉
国
南
・
日
根
郡
、
近

江
国
栗
太
・
蒲
生
・
高
嶋
・
野
洲
郡
の
二
五
0
0
0
石
が
充
て
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
会
津
藩
の
畿
内
役
知
・
加
増
地
は
、
山
城
・
河
内

-
和
泉
・
近
江
・
播
磨
国
に
設
定
さ
れ
、
村
々
に
は
人
夫
役
や
御
用
金
な
ど
の
多
く
の
負
担
が
課
さ
れ
た
。

川
幕
府
よ
り
会
津
藩
へ
の
拝
借
金
・
馬
喰
町
貸
付
金
の
貸
与
は
、
無
利
子
で
恩
恵
的
貸
付
で
あ
る
拝
借
金
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
ま
た
、

返
済
が
滞
っ
て
お
り
、
他
に
多
く
の
手
当
が
が
支
給
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
拝
借
が
許
可
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
従
来
の
拝
借
・
貸

付
条
件
に
照
ら
し
て
も
特
例
的
な
措
置
で
あ
っ
た
。

制
役
知
・
加
増
地
収
入
を
代
金
に
換
算
し
、
年
代
ご
と
ま
と
め
た

[表
6
]
を
み
る
と
、
会
津
藩
は
年
に
よ
っ
て
八
万
両
か
ら
二
八
万
両
と

差
は
あ
る
も
の
の
、
文
久
二
年
か
ら
慶
応
三
年
ま
で
の
六
年
間
で
一
二

O
万
両
以
上
、
一
ヶ
年
平
均
二

O
万
両
以
上
の
援
助
を
幕
府
か
ら
受

け
て
い
た
。
元
治
元
年
の
三
季
切
米
役
料
が
六
八
万
両
斜
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
三
分
の
一
に
あ
た
る
金
額
が
、
毎
年
会
津
藩

へ
支
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
元
治
元
年
に
は
、
将
軍
後
見
職
、
禁
裏
守
衛
総
督
・
摂
海
防
禦
指
揮
と
し
て
上
京
し
た
一
橋
慶
喜
に

対
し
て
も
一
七
八
九
五
一
両
が
支
出
さ
れ
て
お
り
、

い
わ
ゆ
る
一

-
会
・
桑
政
権
の
政
治
的
優
位
性
が
財
政
面
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
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京
都
守
護
職
が
幕
権
の
回
復
を
期
待
さ
れ
設
置
さ
れ
た
機
関
で
あ
る
と
は
い
え
、
幕
府
か
ら
こ
れ
だ
け
の
援
助
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
幕

閣
へ
の
働
き
か
け
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
職
が
譜
代
・
旗
本
を
中
心
と
し
た
従
来
の
幕
府
政
治
機
構
の
改
変
を
意
図
し
て
、
一
橋
慶

喜
・
松
平
慶
永
の
指
導
下
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
と
い
う
性
格
上
、
財
政
の
決
定
権
を
も
っ
在
江
戸
の
老
中
・
勘
定
所
と
は
対
立
す
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
勘
定
所
で
は
「
御
家
之
義
、
何
欺
一
一
付
烈
し
く
申
唱
度
者
ハ
兎
角
節
を
付
ヶ
、
京
都
擾
乱
之
節
之
御
功
労
御
街
被
成
杯

(
必
)

と
申
者
も
有
之
由
」
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
さ
ら
に
元
治
元
年
に
は
、
江
戸
幕
閣
に
よ
っ
て
手
当
金
停
止
が
決
定
さ
れ
る
な
ど
、
困
難
な
状
況

が
続
い
た
。
飯
島
氏
は
臨
時
支
出
な
ど
に
つ
い
て
は
江
戸
の
勘
定
奉
行
・
勘
定
吟
味
役
が
関
知
せ
ず
、
京
都
所
司
代
や
大
坂
城
代
の
裁
量
で
決

済
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
政
治
が
江
戸
と
京
都
に
二
極
化
し
て
い
た
た
め
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
京

都
の
政
治
状
況
に
対
応
す
べ
く
、
老
中
や
大
目
付
も
上
京
し
て
い
た
。
元
治
元
年
に
稲
葉
正
邦
の
「
御
英
断
」
に
よ
り
、
会
津
藩
に
一
万
両
の

拝
借
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
在
京
の
老
中
に
も
財
政
に
関
す
る
あ
る
程
度
の
裁
量
権
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
多
額
の

手
当
支
給
な
ど
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
最
終
判
断
は
江
戸
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
在
京
の
老
中
あ
る
い
は
京
都
所
司
代
・
大

坂
城
代
に
ど
れ
ほ
ど
の
権
限
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
を
ま
ち
た
い
。

会
津
藩
の
京
都
財
政
が
幕
府
の
援
助
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
軍
事
費
や
藩
士
へ
の
手
当
、
役
知
や
加
増
地
よ

り
動
員
す
る
人
足
へ
の
給
金
支
払
い
と
膨
ら
む
支
出
に
は
、
幕
府
の
援
助
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
。
蝦
夷
地
警
衛
・
海
岸
防
備
を
よ

う
や
く
乗
り
切
り
っ
て
き
た
会
津
藩
に
財
政
的
余
裕
は
な
く
、
支
出
を
減
ら
す
た
め
に
藩
士
の
減
給
・
倹
約
策
を
実
施
し
た
り
、
領
地
年
貢
や

諸
物
産
の
代
金
を
投
入
す
る
な
ど
あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
く
し
て
い
る
が
、
現
実
問
題
と
し
て
不
足
金
の
調
達
は
、
大
坂
町
人
よ
り
の
借
財
に
頼
ら

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
彼
ら
か
ら
の
調
達
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
れ
ば
金
策
の
方
法
が
絶
た
れ
る
た
め
、
苦
し
い
中
で
も
役
知
年
貢
の
一
部
は
、
大

坂
へ
の
返
済
に
充
て
ら
れ
て
い
泌
o

こ
の
時
期
の
会
津
藩
財
政
は
、
幕
府
の
援
助
と
大
坂
町
人
よ
り
の
借
財
の
ど
ち
ら
か
が
途
切
れ
れ
ば
崩
壊

す
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
京
都
守
護
職
に
対
す
る
幕
府
の
財
政
援
助
の
実
態
を
検
討
し
て
き
た
が
、
今
回
扱
え
な
か
っ
た
大
坂
町
人
か
ら
の
借
財
、
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役
知
・
領
地
か
ら
の
御
用
金
や
人
夫
の
動
員
な
ど
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
、
幕
末
の
会
津
藩
財
政
を
扱
う
場
合
は
、
蝦
夷

地
警
衛
や
房
州
・
相
州
の
海
岸
防
備
も
含
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
藩
制
改
革
に
よ
る
財
政
再
建
や
新
た
な
財
源
の
確
保
が
出
来
な
か
っ

た
会
津
藩
が
、
多
大
な
出
費
を
伴
う
こ
れ
ら
の
役
を
い
か
に
担
っ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

キ土(
1
)

大
口
勇
次
郎
「
文
久
期
の
幕
府
財
政
」
(
近
代
日
本
研
究
会

『
幕
末
・
維
新
の
日
本
』
年
報
近
代
日
本
研
究
三
、
山
川
出
版
社
、

一
九
八
一
年
)
、
飯
島
千
秋
「
文
久
改
革
期
に
お
け
る
幕
府
財
政
状

況
」
(
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
昭
和
五
六
年
度
)
、
同

「
元
治
期
の
幕
府
財
政
」
(
横
浜
商
科
大
学
学
術
研
究
会
編
「
横
浜
商

大
論
集
』
第
二
二
巻
第
一
号
、
一
九
八
八
年
)

(
2
)

大
平
祐
一
「
江
戸
幕
府
拝
借
金
の
研
究
」
(
「
法
制
史
研
究
」
二

三
、
一
九
七
四
年
)
、
同
「
幕
末
期
の
拝
借
金
」
(
川
崎
修
司
先
生
・

重
倉
現
祐
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
「
現
代
の
民
事
法
』
、
法
律
文
化

社
、
一
九
七
七
年
)
、
飯
島
千
秋
前
掲
「
元
治
期
の
幕
府
財
政
」

(3)

庄
司
吉
之
助
「
京
都
守
護
職
と
会
津
藩
財
政
』
(
歴
史
春
秋
社
、

一
九
八
一
年
)

(
4
)

「
会
津
松
平
家
譜
』
(
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
)

(
5
)

『
会
津
藩
庁
記
録
』
一

1
六
(
日
本
史
籍
協
会
叢
書
一

1
六、

東
京
大
学
出
版
会
、
一
八
六
九
年
)

(
6
)

真
水
淳
「
幕
末
期
越
後
の
会
津
藩
領
」
(
「
新
潟
県
史
研
究
」
十

五
、
一
九
八
三
年
)

(
7
)

家
近
良
樹
編
『
稽
徴
録
」
(
思
文
閤
出
版
、
一
九
九
九
年
)
、
同

「
解
説
」
。
『
稽
徴
録
」
は
、
会
津
藩
の
陪
臣
武
藤
左
源
太
が
、
文
久

二
年
七
月
よ
り
明
治
二
年
十
月
の
聞
に
出
さ
れ
た
藩
庁
か
ら
の
布
達

や
巷
説
を
写
し
取
っ
た
も
の
。

(
8
)

内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
「
御
勝
手
帳
」
(
一

)
1
(
六)。

「
御
勝
手
帳
」
は
、
幕
府
鑑
定
所
御
勝
手
方
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た

帳
簿
で
、
万
廷
元
年
か
ら
慶
応
四
年
ま
で
の
大
名
・
社
寺
か
ら
の
願

と
、
そ
れ
に
た
い
す
る
鑑
定
所
の
評
議
等

(9)

『
稽
徴
録
』
一
五
頁
。

(
叩
)
「
御
勝
手
帳
(
三
)
」
一
ム
ハ
0

1
一
六
三
頁
。

(
日
)
会
津
若
松
市
史
・
史
料
編
E
『
幕
末
会
津
藩
往
復
文
書
』
(
二

0
0
0
年
、
以
下
「
往
復
文
書
』
と
略
記
す
る
)
下
巻
、
二
八
二
頁
。

(
ロ
)
「
御
勝
手
帳
(
四
)
」
四
五
三
頁
。

(
日
)
「
往
復
文
書
」
下
巻
、
二
八
二
1
二
八
四
頁
。
御
用
所
密
事
頭

取
田
口
治
八
が
調
べ
た
も
の
で
「
少
々
入
狂
ひ
ハ
可
有
之
」
と
あ
る

が
、
管
見
の
限
り
播
磨
国
役
知
の
村
名
が
判
る
会
津
側
の
史
料
が
他

に
無
い
た
め
こ
れ
を
採
用
し
た
。
な
お
「
旧
高
旧
領
取
調
帳
」
で
は
、

山
城
・
河
内
国
に
お
い
て
は
「
守
護
職
役
知
」
「
会
津
藩
役
知
」
等
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の
記
載
が
見
ら
れ
た
が
、
近
江
・
播
磨
固
に
お
い
て
は
見
ら
れ
ず
、

「
大
津
県
支
配
所
」
・
「
兵
庫
県
」
と
さ
れ
て
い
た
。
役
知
村
々
の

確
定
、
役
知
支
配
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

(
比
)
「
御
勝
手
帳
(
二
)
」
九
六
1
九
七
頁
。

(
日
)
『
往
復
文
書
」
上
巻
、
三
七
八
頁
。

(
日
)
「
御
勝
手
帳
(
三
)
」
一
六
四
1
一
六
五
頁
。

(
口
)
「
御
勝
手
帳
(
三
)
」
一
八
九
頁
。

(
国
)
「
御
勝
手
帳
(
四
)
」
三
五
l
四
七
頁
。

(
四
)
『
往
復
文
書
』
上
巻
、
五
一
八
1
五
二
O
頁
。
会
津
藩
も
、
一
、

一
一
ヶ
月
の
手
当
で
争
う
こ
と
は
松
平
慶
永
は
も
ち
ろ
ん
小
堀
・
多
羅

尾
両
代
官
に
対
し
て
の
印
象
も
悪
く
、
加
増
地
の
吟
味
に
も
差
し
支

え
る
と
し
て
月
割
収
納
を
受
け
入
れ
た
。

(
加
)
「
御
勝
手
帳
(
四
)
」
八
四
i
八
六
頁
。
『
往
復
文
書
』
上
巻
三

九
四
頁
に
よ
る
と
、
会
津
藩
は
こ
の
御
蔵
米
支
給
に
つ
い
て
、
米
価

が
上
昇
し
て
い
て
出
穀
前
の
早
い
段
階
で
支
給
さ
れ
た
い
と
の
思
惑

か
ら
、
十
月
に
は
支
給
を
願
い
出
て
い
る
。

(
幻
)
「
御
勝
手
帳
(
五
)
」
四
九
七
1
五
O

一百八。

(
辺
)
『
会
津
松
平
家
譜
』
(
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
)
、
二
八
五

頁。
(
お
)
「
御
勝
手
帳
(
二
)
」
四
五
O
頁。

(
担
)
前
述
の
よ
う
に
慶
応
元
年
に
松
平
慶
永
へ
六
五
O

O
両
を
渡
し

て
い
る
が
、
「
京
都
一
ヶ
年
之
入
方
差
引
増
減
之
調
」
に
お
け
る
役

知
五
万
石
の
収
入
を
考
え
る
と
、
こ
の
六
五
O

O
両
は
畿
内
役
知
の

み
の
金
額
と
考
え
ら
れ
る
。
史
料
に
記
載
が
な
い
の
で
不
明
で
あ
る

が
、
会
津
・
大
沼
郡
に
つ
い
て
は
慶
永
へ
渡
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性

が
高
い
。

(
お
)
「
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
六
巻
、
二
O
七
頁
。

(
お
)
加
増
地
の
協
議
過
程
に
つ
い
て
は
、
「
御
勝
手
帳
」
の
ほ
か

『
会
津
藩
庁
記
録
』
第
四
巻
、
『
往
復
文
書
」
に
詳
し
い
。
会
津
藩
は

加
増
地
の
候
補
地
と
し
て
、
越
後
・
畿
内
の
広
い
地
域
に
わ
た
っ
て

生
産
条
件
・
地
理
的
条
件
な
ど
の
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
新
潟
港
と

と
も
に
兵
庫
港
に
つ
い
て
も
探
索
を
行
っ
て
い
る
。

(
幻
)
前
掲
真
水
論
文
。

(
お
)
畿
内
の
加
増
地
構
成
に
つ
い
て
、
真
水
論
文
第
四
表
で
は
、
立

教
大
学
図
書
館
蔵
「
福
岡
郡
中
高
用
留
」
と
い
う
史
料
を
基
に
近
江

国
栗
太
・
蒲
生
・
野
洲
郡
で
四
二
九
二
石
余
・
和
泉
国
大
島
・
日

根
・
南
郡
で
二
二
二
三
二
石
余
と
さ
れ
て
い
た
が
、
筆
者
は
慶
野
卓

「
和
泉
国
の
会
津
藩
領
に
つ
い
て
」
(
「
会
津
史
談
」
六
六
号
、
一
九

九
二
年
)
に
記
載
さ
れ
た
和
泉
国
加
増
地
の
村
・
石
高
が
、
慶
応
四

年
二
月
に
作
成
さ
れ
た
「
和
泉
国
領
主
井
高
辻
帳
」
と
い
う
地
方
史

料
を
基
に
し
て
い
た
こ
と
、
本
文
に
あ
る
近
江
一
五
0
0
0
石
・
和

泉
一
万
石
と
い
う
割
合
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
よ
り
、
畿
内

の
加
増
地
は
[
表
2
]
の
構
成
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

(
却
)
「
御
勝
手
帳
(
四
)
」
一
九
0

1
一
九
二
頁
。

(
却
)
『
往
復
文
書
』
上
巻
五
一
五
頁
の
元
治
元
年
十
二
月
十
日
付
京

都
よ
り
江
戸
宛
書
状
に
は
、
「
当
六
月
以
来
御
役
知
人
足
五
万
人
余

召
仕
」
と
あ
り
、
山
城
・
河
内
両
国
役
知
か
ら
五
万
人
以
上
の
人
足

を
雇
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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(
担
)
「
幕
末
御
触
書
集
成
」
第
四
巻
、
三
二
三
頁
。
『
会
津
松
平
家

譜
』
二
五
八
頁
、
『
稽
徴
録
』
二
八
頁
。

(
辺
)
『
会
津
松
平
家
譜
』
二
二

O
頁
、
『
京
都
守
護
職
始
末
』
二
一
一
一

頁。
(
お
)
「
御
勝
手
帳
(
四
)
」
三
九
頁
。

(
担
)
こ
の
六
千
両
と
い
う
額
は
、
荒
銅
百
斤
の
買
上
代
は
銀
四
一

O

匁
五
分
で
五
万
斤
で
は
凡
そ
二
O
五
貫
五
O
匁
、
金
に
し
て
三
四
二

O
両
三
分
余
の
二
年
分
六
八
四
一
両
余
の
内
金
と
算
定
さ
れ
て
い

る。
(
お
)
「
御
勝
手
帳
士
二
」
一
四
五
1
一
四
七
頁
。

(
お
)
「
往
復
文
書
』
下
巻
・
二
二

0
1
一
二
二
頁
、
「
御
勝
手
帳

(
四
)
」
四
七
二
頁
。

(
幻
)
前
掲
大
口
論
文
第
六
表
参
照
。

(
お
)
前
掲
大
口
論
文
第
八
表
参
照
。
な
お
前
掲
飯
島
論
文
「
元
治
期

の
幕
府
財
政
」
第
九
表
に
は
、
元
治
元
年
被
下
米
石
代
渡
と
し
て
四

六
O

O
二
両
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
年
々
二
万
俵
渡
し
の
金

額
だ
け
で
は
な
く
、
役
知
物
成
代
金
や
現
段
階
で
史
料
で
確
認
で
き

な
い
も
の
が
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
具
体
的
な
検
討
は
今
後

の
課
題
と
す
る
。

(
ぬ
)
「
御
勝
手
帳
(
三
)
」
三
九
頁
。

(ω)
家
近
良
樹
「
一
・
会
・
桑
権
力
の
成
立
と
崩
壊
」
(
「
幕
藩
権
力

と
明
治
維
新
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
)

(
引
)
こ
の
手
当
一
件
に
つ
い
て
は
、
「
御
勝
手
帳
(
四
)
」
三
八
1
四

七
頁
の
ほ
か
、
『
往
復
文
書
』
「
会
津
松
平
家
譜
」
『
京
都
守

護
職
始
末
』
を
参
考
と
し
た
。
元
治
元
年
分
は
稲
葉
正
邦
が
「
拝
借

之
心
得
」
で
一
万
両
の
支
給
を
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
拝
借
金
の
扱

い
と
し
、
慶
応
元
年
以
降
は
「
御
勝
手
帳
」
に
も
返
済
方
法
の
記
述

が
な
い
こ
と
か
ら
手
当
と
判
断
し
た
。
な
お
、
「
会
津
松
平
家
譜
』

と
「
京
都
守
護
職
始
末
」
に
は
慶
応
元
年
二
月
に
月
々
一
万
両
の
手

当
停
止
の
記
載
が
あ
り
、
一
万
両
が
慶
応
元
年
正
月
分
ま
で
支
給
さ

れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
御
勝
手
帳
」
に
あ
る

京
都
町
奉
行
の
指
示
を
採
用
し
た
。

(
必
)
『
往
復
文
書
」
下
巻
、
五
八
頁
。
元
治
元
年
十
二
月
二
十
四
日

付
書
状
。

(
必
)
「
御
勝
手
帳
(
五
)
」
一
八
二
・
一
八
三
頁
。

(
必
)
飯
島
前
掲
「
元
治
期
の
幕
府
財
政
」
第
九
表
。

支
出
も
同
様
。

(
必
)
『
往
復
文
書
』
上
巻
、
四
七
五
頁
。

(
必
)
「
往
復
文
書
』
上
巻
、
四
三
五
1
四
三
六
頁
。

一
橋
慶
喜
へ
の

(
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水
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)
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